
 すいたの年輪ネットの経緯 

 

 

 

「高齢者の生活支援と社会参加に関する調査」の結果を「すいたの年輪ネット」で検討 

①気軽に立ち寄れる居場所 ②地域活動への参加 ③高齢者に必要な生活支援サービス ④高齢者による高齢者の生活支援 

 

●集いの場支援、高齢者の社会参加促進につい

て検討 

・集いの場の課題や充実方法等について検討 

・移動支援の検討 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「集いの場

編」を改訂 

●アクティブシニア養成（高齢者の社会参加促進） 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「シニア

世代の活動場所編」を発行 

・地域元気アップ講座を開催し担い手養成 

市域での取組 地域での取組 

●高齢者のこれからを考える交流会の開催 

（各ブロックで開催） 

・地域の強み／弱みを確認 

・地域課題や取組めること等を意見交換 

●地域課題の共有・地域ケア会議との連携 

・地域包括支援センター／CSW／生活支援

コーディネーターが定期的に地域課題等を

共有する意見交換会を開催 

 

●地域での高齢者生活支援について検討 

・各地域課題を地域団体、地域包括支援セン

ター、CSW等と意見交換 
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●ICT ツールを活用した高齢者生活支援 

・福祉施設と連携して体操等の動画を ICTツ

ールで公開 

●高齢者生活支援サービスの集約 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「生活支

援サービス編」を改訂 

●アクティブシニア養成（高齢者の社会参加促進） 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「集いの

場編」を ICTツールで公開 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「シニア

世代の活動場所編」を改訂 

・高齢者の ICT サポート（スマホ講座等）を

通してコロナ禍の「他者との交流」「多世代

とのつながり作り」を開始 

・元気健康フォーラムを動画配信／会場開催 
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●高齢者生活支援について検討 

・高齢者の困りごと（簡易な生活支援）に対

して、吹田の強みを生かした仕組みについ

て検討 

資料 6  

高齢者の社会参加、移動支援、担い手養成、生活支援、吹田市高齢者生活サポートリストの発行など  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（参考）令和５年度：第９期吹田健やか年輪プラン（高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画）策定年度 

助け愛隊を創設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域型生活支援コーディネーター配置に向けて 

●地域での高齢者生活支援を推進 

・地域課題を地域団体、地域包括支援センタ

ー、福祉事業所、CSW等と地域検討会で検

討（地域検討会の開催に向けた調整含む） 

・地域版助け愛隊創設をサポート 

・高齢者向けスマホ講座等の開催をサポート 

●コロナ禍の地域での高齢者生活支援を推進 

・大学生、福祉委員会、CSWと連携して「心

の交流」をコーディネート 

●集いの場の集約、充実・活性化等について検討 

・集いの場交流会で運営団体の課題等を共有 

 （担い手、活動内容や参加者の固定化等） 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「集いの場

編」を発行 

●高齢者生活支援について検討 

・市内の生活支援サービスの集約を検討 

・（仮称）ちょこっとサポーターの仕組み検討 

●高齢者生活支援サービスの集約 

・吹田市高齢者生活サポートリスト「生活支

援サービス編」を発行 


